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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
算定要件「1　睡眠時無呼吸症候群に対する口腔内装置１」は「口腔内装置１」と「2　睡眠時無呼吸症候群に対する口腔内装置2」は「口腔内装置2」と同様
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
注１ １のイについては、新たに製作した睡眠時無呼吸症候群に対する口腔内装置の装着時又は装着後１月以内に製作を行った保険医療機関において適合を図るための調整を行った場合に、１回を限度として算定する。
注２ １のロについては、口腔内装置の注１に規定する歯ぎしりに対する口腔内装置の調整を行った場合に算定する。
注３ １のハについては、口腔内装置の注１に規定する顎関節症治療用装置又は術後即時顎補綴装置の調整を行った場合に算定する。
注４ 同一の患者について１月以内に口腔内装置調整を２回以上行った場合は、第１回の調整を行ったときに算定する。
注５ ２については、同一の患者について１月以内に口腔内装置修理を２回以上行った場合は、第１回の修理を行ったときに算定する。
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